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第 9 回ロボットグランプリ

実行委員長 森島昭男（中京大学）

　第 9 回ロボットグランプリは，2006 年 3 月 11 日から 12 日
に愛知県豊田市の中京大学豊田キャンパスで開催された．
1）大道芸ロボット競技：大道芸人のように観客を魅了する楽
しいロボットを作り上げる競技である．演技時間は 3 分．今年
の優勝は，東京工業大学のグループ「TITech Bar」．洋酒をブ
レンドしたグラスをテーブルの上を滑らせてお客の前にピタッ
と止めるロボットであった．2）ロボットランサー競技：舞台
上に設けられたオーバルコースを周回し，その周りに設置され
た標的をロボットの槍で正確に突くことで得点が加算されてい
く競技である．周回数に制限はないため，ロボットが高速で正
確に動作できることがポイントとなる．当日調整を終え最終的
に 45 台がエントリーし，予選，決勝の 2 回戦を行った．優勝は，
河野純也さんの「FRAGILE005RL」であった．なお，次回か
らはコース・標的などが変更されるため，現行ルールの最終の
大会であったが，今までの技術の集大成となるハイレベルなロ
ボットランサーの競演であった．3）ロボットスカベンジャー
競技：基本的な材料がパックされた競技用車両キットと，家庭

にある材料を使って，リモコン操作されるロボットを 2 台つく
り，ごみと資源ごみに見立てたピンポン玉を集めるという競技
である．ロボット本体の工夫だけでなく操縦の練習を重ねた中
学生チームの活躍が目立った．「タイガー＆イーグル」のチー
ムが優勝した．

2006 年度「機械工学振興事業資金助成」事業実施報告

　本会では，会員の寄付金と本会拠出資金により「機械工学振興事業資金」を設け，青少年への機械工学の普及およびアジア諸
国等の関係団体との連携促進を目的とする事業の育成を図っております．2006 年度には 12 件の事業に対して助成をいたしまし
たので，ここにその報告をいたします，
　なお，本資金に寄付をしていただきました会員の方々のご芳名は，日本機械学会誌 2006 年 9 月号に掲載しておりますので，
あわせてご覧下さい．

第 18 回　知能ロボットコンテスト

ロボット競技会実行委員会
代表　高橋隆行（福島大学）

　当学会が協賛する第 18 回ロボットコンテスト（主催：ロボッ
ト競技会実行委員会，他 2 団体）が，2006 月 6 月 24 日（土），
25 日（日）の両日，仙台市科学館（宮城県仙台市）を会場に
開催された．
　当日は，史上最多となる 92 チームが参加し，アイデアと技
術を競いあった．参加チームの内訳は約半数（50 チーム）が
大学生主体のチームであり，他に，高校生，高専生，中学生，
社会人のチームが参加した．本ロボットコンテストは，1990
年から（予備大会を含めると 1989 年から）開催されている日
本でも最も歴史あるもののひとつであり，高度な競技内容を特
徴とする完全全自動のロボットによるコンテストである．

　その競技は，競技台上に置かれている対象物をロボットが自
律的に発見し，所定のゴールに運ぶ速さと正確さを競うもので，
チャレンジコースとテクニカルコースの 2 つの競技が用意され
ている．チャレンジコースでは 3 色計 15 個のスポンジボール，
テクニカルコースでは硬式テニスボール・空き缶・石鹸箱の 3
種類が対象物となっている．チャレンジコースの競技は，比較
的簡単なやり方でも競技に参加することが可能なルールとなっ
ており，またテクニカルコースはかなり高度な技術を要求する
ようになっている．その結果，初心者から高度のプロ技術者ま
で，それぞれのやり方で楽しく参加できるように工夫されてい
る．
　競技の結果，チャレンジコースの優勝は村松尚氏（東北大学
工学部自主ゼミナール協議会）の BRONTES，準優勝はチー
ム RUR-K（東京農工大学ロボット研究会 R.U.R.）の低気圧
Girl であった．また今大会では，テクニカルコースの優勝はそ
のレベルに達したロボットが無かったことから審査委員の合議
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により欠番となり，チーム田中研究室（東北大学大学院工学研
究科田中研究室）がテクニカルコース準優勝に輝いた．
　なお，24 日（土）は第 1 次予選ならびに敗者復活戦，25 日（日）
は第 2 次予選および決勝が行われ，仙台市科学館の発表で，2
日間で延べ約 3,000 名の観客を動員した．特に日曜日は，子供
を連れた家族などが訪れ，それぞれ工夫が凝らされたロボット
の動きに対して歓声が上がっていた．
　なお本競技会は，大学教員・学生・有志によるボランティア
ベースのロボット競技会実行委員会を中心に，日本機械学会様
をはじめ，本競技会にご賛同くださる団体・企業の皆様の，資
金的・物的・人的なご支援により運営されています．この場を
お借りしまして，関係各位に深く感謝を申し上げます．

RT 市民フォーラム「子供ロボット教室」
―子供たちの考える未来のロボット・メカトロ技術―

ROBOMEC2006
実行委員長  藤江正克

　新宿区生涯学習財団と共催で，2006 年 5 月 26 日から 28 日
まで，早稲田大学理工学部大久保キャンパスと新宿コズミック
セ ン タ ー で ロ ボ テ ィ ク ス・ メ カ ト ロ ニ ク ス 講 演 会 2006

（Robomec2006）が開催された．本講演会では地域連携の試み
として，開催期間中に新宿区生涯学習財団と共同で「子供ロボッ
ト教室」（5 月 27 日）を開催し，地元の子供たちにロボット・
メカトロ技術をより身近に感じてもらえるような企画を設け
た．
　開催にあたって，新宿区生涯学習財団には参加者の募集・会
場の確保・応募受付と当選通知の発送・参加者名簿の作成をお
願いし，早稲田大学では講座のプログラム企画・当日の運営を
行った．参加者は 70 名で地元の小中学生を対象とし，機械工
学振興事業資金による助成により参加費を無料とすることがで
きた． 
　当日は 9.30 より受付を行ったが，会場である新宿コズミッ
クセンターはポスター会場でもあり，学会参加者と小中学生が
混ざって混乱することも予想されたが，地元の子供たちには勝
手知ったる施設らしく混乱は皆無であった．10.00 より橋本周
司教授・三枝亮助手による全体説明を行い，10.30 〜 15.30まで，
途中で昼食をはさみながら，大学院生の指導のもとロボット
キット（市販品）の組み立てを行った．グループは 6 名× 12
班（内 2 班は 5 名）とし，年長者がグループ内で教えられるよ
うに学年を混ぜた．子供たちは夢中で作業を行い，「ネジをと
めるのが難しかったけど，最後はできるようになって嬉しかっ
た（小学校 3 年男）」「自分で作れたことが嬉しかった（小学校
2 年生女）」など，ものづくりそのものにも楽しみを感じてい

る声を多く聞くことができた．また，15.30 から製作したロボッ
トによる競技（サッカー：ゴールに入った得点を競う．写真参
照）を行い，参加者全員に表彰状を手渡した．参加者からは「ロ
ボットで，自分の考えたルールのサッカーをしたい（小学校 6
年生男）」「もっと大きなロボットを作ってみたい（小学校 3 年
生男）」など，ロボット開発に対する意欲を聞くことができ，
子供ロボット教室としての目的は達成されたように感じられ
た．
　今回のロボット教室開催にあたって，ご協力をいただいた新
宿区生涯学習財団職員の皆様，早稲田大学教職員各位，学生ス
タッフに感謝の意を表するとともに，本フォーラムの開催は機
械工学振興事業資金の助成によるものであり，あわせて深く謝
意を表する．
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夏休みサイエンススクエア 2006
「おもしろメカニカルワールド」

日本機械学会 関東支部
おもしろメカニカルワールド実施委員会　高原　弘樹（東工大）

　2006 年 8 月 1 日（火）〜 13 日（日）の期間に，国立科学博
物館で開催される「夏休みサイエンススクエア」の一環として，
関東支部では，「おもしろメカニカルワールド」と題して参加
した．今年度は「機械工学振興事業資金」の助成を頂き企画し
た．本行事は，小学生以上の児童生徒を対象に，身の回りにあ
る様々な現象が，機械工学等の理工系の原理と結びついている
ことを実感してもらうことにより，機械工学や理工学に興味や
理解を深めてもらうことを目的として，企画した．
　今年度は，以下に示す大学・研究会にそれぞれの内容でご協
力いただいた．3 日間ずつご参加いただき，同時に 2 テーマず
つ実演した．各大学・研究会より持ち寄っていただいた実験装
置や模型等を用いて実験・実演を行った．その際，身近に起き
ている現象や不思議な現象に親しんでもらうとともに，その原
理等にも触れてもらうために，子ども達に積極的に参加しても
らうように実験・実演を工夫した．実演者の努力のかいもあり，
子ども達だけでなく保護者も，目を輝かせて，実験や実演に参
加してくれた．さらに，子ども達はもとより保護者からも思い
もよらない素朴な質問も多数受けた．お陰様で，開催期間を通
じて延べ 6,000 名を超える方々に参加していただき，大好評の
うちに終了いたし，本企画の目的を達成できたと考えている．

「機械工学振興事業資金」より助成していただいたことと，お
忙しい中ご協力いただきました皆様には大変感謝いたしており
ます．どうもありがとうございました．
　今後も関東支部として継続的に本企画を実施していこうと考
えております．皆様のご協力を切にお願い申し上げます． 

ご協力いただきました研究室・研究会と題目一覧
◦　振動を止める （日本大学：渡辺研究室）
◦　ブランコはなぜゆれるの （東京工業大学：木村研究室）
◦　地球儀が空中に浮く秘密を見よう！

（東京農工大学：永井・吉田研究室）
◦　江戸時代の機巧（からくり）

（日本メカニズムアーツ研究会）
◦　スターリングエンジン―熱だけで動くエンジン―

（早稲田大学：勝田研究室）
◦　はかる楽しさ （群馬大学：久米原研究室）
◦　あれ，水タンクで建物の揺れが止まるよ

（東京大学：金子研究室）
◦　自分で作れる！ちょっと不思議な力学おもちゃ

（埼玉大学：佐藤研究室）

第 12 回流れのふしぎ展

実行委員長　石綿良三（神奈川工科大学）

　　2006 年 8 月 5 日と 6 日の 2 日間にわたって日本科学未来
館において「第 12 回流れのふしぎ展」を開催した．本企画は
本会流体工学部門主催で青少年を対象とし，流れを題材に楽し
みながら自然現象に触れ，機械工学および科学技術への興味と
理解を深めてもらうことを目的としている．体験型展示，工作
教室，シンポジウムおよびコンテストを行い，2 日間で約 6,000
名の方が来訪され，例年にも増して大盛況であった．
　展示コーナーは 13 の体験型展示と工作教室からなり，

「えっ !?」と驚くような現象や遊びを並べた．いずれも見るだ
けではなく，自分で実際に触れて体験できるようにした．一見

すると特異な現象と思えることが，実は自然の法則に合ったも
のであり，さまざまな技術に役立っていることを紹介した．特
に人気のあったものは，ボールの散歩（発泡スチロールのボー
ルをドライヤーの風で操り障害物のあるコースを動かしてい
く），雨滴（下から吹く風の中に水滴を浮かべる），コーナーキッ
ク（サッカーボールに見立てた発泡スチロールのボールをけり
出し装置で回転をかけて飛ばす）などである．シンポジウムで
は，望月修氏（東洋大）の「生物がつくる流れ」，石綿（神奈
川工科大）の「流れのふしぎ」，山西伸宏氏（JAXA）の「リ
フトオフ！（ロケットの秘密）」の 3 テーマについて，わかり
やすく流体力学の面白さを伝えた．コンテストは，ウインドカー

（風のエネルギーで風上に走る模型自動車）の「レーシング部門」
と「障害物部門」を行い，約 80 グループの参加があった．小
学生の参加も多く，伯仲した競争やユニークなアイデアでたい
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へんな盛り上がりであった．
　青少年および一般社会人に流体力学を通じて科学技術・機械
工学の普及と啓蒙の一助になったものと考える．本行事には機
械工学振興事業資金，流体工学部門特定事業資金のほか，文部
科学省科学研究費（研究成果公開促進費）および神奈川工科大
学から助成を受け，ここに深く謝意を表する．今後とも本行事
の発展を目指したい．

高校生セミナー
「コンピュータを使ったモノづくり体験」

生産加工・工作機械部門　第 2 企画委員会
　　　　近藤英二　（鹿児島大学　工学部）

　「機械工学振興事業資金」の助成を受け，昨年度に続き，鹿
児島大学工学部において高校生セミナーを 2006 年 8 月 8 日（火）
に開催した．実施に当たっては昨年同様，工学部中央実験工場
の技術職員の方々に協力して頂いた．「コンピュータを使った
モノづくり体験」というテーマを掲げ，3 次元 CAD/CAM シ
ステム，マシニングセンタ，ワイヤ放電加工機といった装置を
使い，最先端のモノづくりを体験することにより，次世代を担
う高校生・高専生にモノづくりの大切さ，難しさ，面白さを知っ
てもらうのがこのセミナーの目的である．
　鹿児島大学では例年 7 月下旬に大学で入試関係の説明会を
行っており，その案内と一緒に高校生セミナーの案内を鹿児島
県と近隣の県の高校に送った．また高校へ出前講義をする先生
に高校生セミナーの案内を直接高校生に配布して頂くなどの広
報活動も行い，定員の 20 名（内女子学生 7 名）の高校生と高
専生がセミナーに参加してくれた．
　セミナーは全体日程を説明した後，午前中は「モノづくり技
術の過去・現在・未来」と題して講義を行った．この講義では，
これまで人類が考え出した基本的な加工法や工作機械を紹介
し，また未来のモノづくりとして，CAD/CAM/CAE システム，
仮想生産環境，ネットワーク技術を駆使した知的生産システム
についても解説した．写真は講義の様子で，参加者は熱心に聴
講していた．前回のセミナーで「講義は難しかった」という感
想が多かったため，今回は講義内容を高校生にも十分理解でき
るように工夫し，アンケートでは分かりやすかったという感想
を得ることができた．講義終了後，セミナー参加者とスタッフ

（大学関係者）とで昼食を兼ねた懇談会を催した．前回はセミ
ナーの参加者とスタッフが対面する形式で行ったが，今年度は
セミナーの参加者とスタッフが同じテーブルを囲む形式で行
い，前回よりも率直で活発な意見交換ができた．

　午後は主として実習を行った．まず本学の学術情報基盤セン
ターにおいて一人一台で 3 次元 CAD/CAM システムを使い，

「ネームプレートのモデリング」を行った．3 次元 CAD を使っ
たモデリングの後，CAM ソフトを使い，それぞれ自分の名前
をネームプレートに掘り込む NC プログラムを作成した．参加
者は演習の補助者である学生に質問をしながら，それぞれ熱心
に課題に取り組んでいた．学術情報基盤センターでの演習の後，
場所を中央実験工場に移し，そこでは「ワイヤカット放電加工
機によるネームプレートの切り出し」と「マシニングセンタに
よる文字の彫り込み」を行った．これらの実習では参加者が実
際にコントローラにプログラムを打ち込み，そのプログラムを
使ってネームプレートの加工を行った．高専生以外は工作機械
を見るのは初めて，実習内容は全て新鮮に感じたようである．
セミナー終了後に行ったアンケートでは，モノづくりの難しさ，
楽しさを実感できたとする感想が多く，セミナーの目的は達成
されたようである．高校生セミナーの鹿児島大学での開催は今
回までであるが，モノづくりの啓蒙活動の重要性を知ることが
できた．
最後に，暑い中，高校生セミナーの実施に協力して下さったス
タッフの皆さんに感謝致します．
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JSME ジュニア会友向け
日本原子力研究開発機構

大洗研究開発センター親子見学会

動力エネルギーシステム部門　部門企画委員会
委員長　大島　宏之（JAEA）

　子供たちの夏休みの終盤となる 2006 年 8 月 24 日に，本部門
では本資金の助成により，日本原子力研究機構（JAEA）の大
洗研究開発センターおよびわくわく科学館にて，親子見学会な
らびに自由研究コンクールを実施した．本企画は，動力エネル
ギーシステム部門の社会貢献の一環として，子供達に機械や工
学，エネルギーに興味を持ってもらおうと，主にジュニア会友
を対象として 2 年前から行っているもので，今回は 30 名の一
般参加者があった．
　当日は，東京方面からの参加者は渋滞回避のためつくばエク
スプレス守谷駅に 9.40 に集合，そこから貸切バスで大洗研究
開発センターに向かい現地集合者と合流，早めのお昼を社員食
堂で済ませてからの見学会となった．ちなみに，バスを利用さ
れた方は，バスガイドさんの素人離れしたエネルギー訓話も聞
くことができたそうである．
　見学会ではまず，JAEA の女性職員で構成されるシュガーズ
から，大画面を利用した紙芝居が披露され，電気の重要性，エ
ネルギーセキュリティ，発電原理，節電の意義など，とかく難
しくなりがちな内容を物語風にわかりやすくアレンジして解説
いただいた．引き続き 2 班に分かれ，高速増殖実験炉「常陽」
の施設内にある原子炉が運転シミュレータを体験するととも
に，身近にある放射線を計測器を使って測る実験を行った．シ
ミュレータでは，原子炉出力を調整する制御棒の駆動スイッチ
を実際に操作したり，外部電源喪失時の事象推移などスリル満
点の模擬体験を味わっていただいた．やや難しい内容であった
が，少なくとも誤った操作をしても原子炉が安全に停止するこ
とは体感してもらえたのではと思う．放射線計測においては，
親子で熱心にサンプルを計測する姿が見られた．子供達もさる
ことながら，親御さんからも多くの質問が出された．「ウラン
はどこで買える？」といった素朴な質問に対応側が戸惑うシー
ンも．研究開発センターでの体験学習の間，複数の子供たちが
ノートと鉛筆を持って，しっかりメモをとっていたのには感心
した．

　次に会場を大洗ビーチ沿いにあるわくわく科学館に移し，海
やエネルギーに関する映画鑑賞後，簡単工作，そして科学館内
探索ゲームを行った．簡単工作では，発泡スチロールを用いた
グライダーを作り，どうすればよく飛ぶのか，ヒントをもらい
ながら改良，テスト飛行を繰り返した（まさに思考と実験のミ
ニ体験）．また，探索ゲームは渡された冊子の中の質問の答え
を科学館内のあちこちに配置されたミニ実験機器を使って求め
るもので，制限時間一杯まで親子で協力して答えを追求する様
子が見られた．参加者全員に記念品を，そしてゲーム全問正解
者には賞品が渡され，最後に全員で記念撮影をして見学会終了
となった．
　企画側としては，主に小学生が対象ということで，また東京
からやや距離があるということで，いろいろとトラブルが懸念
されたが，特段何事もなくスケジュールどおりに無事親子見学
会を終えることができた．このような企画なら，また次回も参
加したいとのご希望も複数いただいた．子供達が工学の楽しさ
を味わえると同時に，親子のコミュニケーションも深めること
ができるような企画を来年も継続していきたい．最後に本企画
にご尽力いただいた担当企画委員各位，事務局高杉氏そして
JAEA 担当者各位に深く感謝する次第である．また，本企画は
機械工学振興事業資金助成によったものであり，併せて感謝す
る次第である．

第 6 回ロボット・トライアスロン

運営委員会事務局　花島直彦（室蘭工業大学）

　機械工学振興事業資金の助成の下で，第 6 回ロボット・トラ
イアスロンを開催したので，その概要についてご報告する．
　ロボット・トライアスロンとは，自律移動ロボットにより，
コース上の 3 つの連続した課題をこなす競技で，工学系学生に
対する導入教育を目的に 2001 年度からスタートした．2002 年

度以来，札幌と室蘭の 2 ケ所で大会を開催しており，第 6 回大
会では札幌開催を 2006 年 9 月 24 日に北海道工業大学 HIT プ
ラザにて，室蘭開催を 2006 年 10 月 22 日に室蘭工業大学大学
会館にて実施した．参加者数は，札幌開催が 19 チーム 40 名，
教員 10 名，室蘭開催が 29 チーム 64 名，教員 12 名，その他に
多くの観客が観戦し，機械工学の振興に一役買った．
　今年度の競技会では，初心者向けと上級者向けの 2 つのカテ
ゴリを設け，それぞれ表彰した．これは導入教育と技術力向上
を両立し，双方をチアーアップしようという願いからである．
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上級者向けの 2 つのカテゴリへのエントリーは，札幌開催で 3，
室蘭開催で 6 と徐々に増えている状況である．
　競技の変更点としては，外界センサーの利用を促すため，風
船割り課題を，ガード付きの標的を倒す課題に入れ替えた．ま
た，迷路課題の通路上に障害物を追加した．これで以前よりは
シーケンスで通過するロボットの数が減ったようである．来年
は，上級者向けカテゴリにもう少し難しい課題を与えたいと考
えている．
　さらに詳しい情報はホームページに掲載してあります．

http://www.robot-triathlon.org/
　最後になりましたが，本事業への継続的な御支援に対し深く
感謝申し上げます．ありがとうございました．

第 6 回流れの夢コンテスト
～エコノミー・エコロジー～

実行委員長　石川　仁（東京理科大学）
幹　　　事　因幡和晃（東京理科大学）

　2006 年 10 月 28 日，第 84 期流体工学部門講演会の初日，東
洋大学川越キャンパスにて第 6 回流れの夢コンテストが開催さ
れた． このコンテストは大学生，高専生の流体工学，そして「も
のづくり」への興味を喚起し，その発想力・製作力・表現力な
どを育成する目的で，2001 年度から流体工学部門が主催で開
催されている．第 6 回目となる本年度のテーマは「エコノミー・
エコロジー」，流体の性質を活かした「エコノミーな○○○」「エ
コロジーな□□□」というような，おもちゃ，機械，現象など
を発見・考案し，実際に作品を製作するというものである． 
　コンテストはポスターセッション形式で行われ，全国から
様々なアイデア・作品をもった，過去最高数の 20 チームが集
まった．会場には風車をはじめ，ゾウや熱帯魚，はたまた飛行
船まで登場し，ユニークかつ自由な発想の素晴らしい作品で溢
れた．その熱気が多くの見学者を呼び大変盛況なコンテストと
なった．投票の結果，上位作品（最優秀賞：九州工業大学「流
体の家」，優秀賞：千葉工業大学「バタフライングロボット」，
特別賞：北海道大学「テイラークエットまぐかっぷ」）が決まり，
部門講演会の懇親会で表彰を行った．
　コンテストでは特別講演も行われ，本阿弥眞治先生（東京理
科大学）に「ものづくりプロジェクトと実験流体力学」と題し
て，ものづくり関する心構えや，将来の若手エンジニア・研究
者に向けてのお話をいただいた．
　コンテストを通じて感じたこととして，作品には参加者の日
頃からの「エコロジー・エコノミー」への思いが形となったも

のが多く，このテーマに対する危機感や真剣な取り組みぶりが
伝わってきた．また，全ての作品がコンテスト本番でちゃんと
稼働する（快挙！？）など完成度も高く，このコンテストに対
する関心が年々高まっていることが感じられた．ある学生から

「作品の製作では苦労が多かったが，このコンテストに参加し
て本当によかった．」とのコメントを聞くことができ，コンテ
ストの目的が達せられたのではないかと思う．
　今回のコンテストを大成功のうちに終えることができたの
は，趣旨にご賛同いただき，資金面でもご協力を頂いた「6 社
の企業」の皆様とこの「機械工学振興事業資金」，大学・高専
の指導・引率の先生方，部門役員・コンテスト実行委員の皆様
方のご協力，そして学生達の「流れ」に対する情熱があったか
らこそと思います．ここに改めて感謝致します．（http://
www.rs.kagu.tus.ac.jp/yume2006/）
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第 13 回小中高生向けイベント
メカメカフェア 2006

日本機械学会関東支部
群馬ブロック幹事　安藤　嘉則（群馬大学）

　メカメカフェアは群馬地区の小中高生に機械，科学および技
術の楽しさを体験してもらおうという主旨で日本機械学会関東
支部群馬ブロックが毎年開催しているイベントである．今年で
13 回目を迎えた当イベントは，群馬ブロックの一大イベント
になっており，「機械工学振興事業資金」の助成を受け，2006
年 10 月 28 日（土）に，群馬産業技術センターにおいて開催さ
れた．本年は，開催日が群馬県民の日と重なり，群馬県の共催
を受け会場をお借りした群馬産業技術センターに於いても小学
生向けの「おもしろ科学教室」が開催され，非常に多くの方の
参加をいただく結果となった．群馬県教育委員会，前橋市，前
橋市教育委員会，上毛新聞社，NHK 前橋放送局，群馬テレビ，
群馬大学科学技術振興会，群馬地区技術交流会，群馬大学地域
連携推進室の後援をいただき，地元紙である上毛新聞にフェア
開催の記事を掲載していただいた．
　当日は，28 件の出展があり，ホバークラフト試乗や木製ク
レーン操作などの体験型のものやストロー飛行機の製作・紙飛
行機のデザインなど実際に参加者が工作を行うものなどを含め
た様々な展示が行われた．出展者は，群馬県立産業技術セン
ター，群馬工業高等専門学校，群馬自動車大学校，日本サーボ

（株），富士重工業（株），（株）ミツバ，三洋電機（株），NSK
プレシジョン（株）および群馬大学工学部機械システム工学科
の多くの研究室と，産官学の協力をいただいたイベントとなっ

た．フェア当日は，朝から好天に恵まれ開場とともに多くの参
加者が来場し，最終的には 1200 名にならんとする小中高校生
および父兄の方の参加をいただいた．当日は参加の子供達の熱
気で会場が満たされ，会場の室温が高く感じられ，出展者側は
大忙しの一日となった．また，出展者側の大学生が他のブース
の説明を興味深く聞く様子も見受けられた．参加の子ども達に
は，様々な科学技術を生で体験してもらい，大変満足してもら
えた様子が見て取れ，当フェアの開催目的は達成できたものと
思われる．
　最後に，出展者の皆様，出展に加え当イベントの運営にご協
力頂いた群馬大学工学部機械システム工学科の教職員，学生諸
君および関係各位のご協力に感謝の意を表します．

レスキューを題材とした
中学生ロボットコンテスト

第 3 回中学生レスキューロボットコンテスト実行委員会
実行委員長　山本　透（広島大学）

　中学生レスキューロボットコンテストは，大規模都市災害に
おける救命救助活動を題材としたロボットコンテストであり，
広島県内の中学生を対象として，広島大学教育学部などの後援
を受け，3 年前より広島大学教育学部技術・情報教育学講座の
学生の企画・運営により開催しているものである．このコンテ
ストは，レスキューの啓蒙という観点から，さらにその裾野を
広げる目的や，「人」への優しさを意識したロボットづくりを
通して，多くの中学生がロボット技術と人間の生活とのかかわ
りについて理解を深めることを目的としている．
　本年度は第 3 回大会として，2006 年 12 月 23 日（土）に広
島大学附属三原中学校において，広島県内より 9 中学校 16 チー

ムが参加して行われた．各チームは，中学校技術科の授業で製
作したロボットの特徴などについてプレゼンテーションし，続
いて，震災などの現場に見立てたフィールド（縦 1.8 メートル，
横 1.35 メートル）において，障害物をよけたり乗り越えたり
しながら，瓦礫に埋もれた人見立てた人形を救助するまでの手
際の良さを競った．
　制限時間は 7 分で，人形にダメージを与えずに素早く救出し
ようと，操縦者（オペレータ）を中心に，3 〜 4 名程度で構成
されたチームのメンバーが協調して救助活動を展開していた．
アームの先でベッドを引っ張ったり，持ち上げて運んだりと，
ロボットの操作がうまくいくたびに，観客から歓声が上がって
いた．本コンテストでは，例年，ロボット研究の最前線で活躍
されている研究者をお迎えして 30 分程度の講演もお願いして
いる．今回は，広島工業大学西本澄教授に，「車輪型移動ロボッ
トの A，B，C」と題して，中学生にも分かりやすい内容でご
講演いただいた．
　4 校 8 チームで 3 年前にプレ大会として開催して以来，3 年
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間で少しずつ本取り組みが広島県内に浸透し，今年度は広島市，
呉市，東広島市，三原市，福山市など，広島県のほぼ全域から
の 9 校 16 チームの参加となった．「いじめ」などが取りざたさ
れている昨今の教育現場において，ものづくりを通して，人の
命や人への優しさを考えさせる本活動は，十分に意義のあるも
のであり，今後も継続していく所存である．


